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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

市
制
施
行
10
周
年
を
機
に

さ
ら
な
る
飛
躍
を

安
曇
野
創
生
、
英
知
を
結
集
し

活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ま
に
は
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

昨
年
、
国
政
で
は
、
デ
フ
レ
脱
却
を
目
指
し
金
融
緩

和
等
の
経
済
政
策
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
４
月
の
消
費
税
引
き
上
げ
の
影
響
に
よ
る
個
人
消

費
の
伸
び
悩
み
や
雇
用
不
安
な
ど
日
本
経
済
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
依
然
と
し
て
先
行
き
不
透
明
で
あ
り
、
早

期
の
景
気
回
復
、
経
済
再
生
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

一
方
、
地
方
自
治
体
は
、
少
子
高
齢
化
に
と
も
な
う

人
口
減
少
を
は
じ
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
社
会
保

障
・
医
療
の
充
実
、
子
育
て
支
援
策
の
強
化
な
ど
早
急

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
に
直
面
し
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
年
は
、
市
制
施
行
10

周
年
記
念
事
業
の
実
施
と
と
も
に
産
業
振
興
に
よ
る
雇

用
の
創
出
な
ど
地
域
を
元
気
に
す
る
「
活
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」、「
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
豊
か

な
人
を
育

は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り
」、「
環
境
を
守
り
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」、「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

５
月
、
新
本
庁
舎
で
業
務
開
始

共
に
祝
う
10
周
年

安
曇
野
市
は
本
年
、
誕
生
か
ら
10
年
の
節
目
の
年

を
迎
え
ま
す
。
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
固
有
の
風

土
に
よ
り
育
ま
れ
た
特
色
あ
る
伝
統
・
文
化
を
先
人

か
ら
受
け
継
ぎ
、
活
力
あ
る
地
域
産
業
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
着
実
に
一
歩
ず
つ
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
礎
に
さ
ら
な
る
飛

躍
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。特
に
本
年
１
月
に
は
、

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
新
本
庁
舎
が
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
完
成
し
ま
す
。
１
月

22
日
に
は
し
ゅ
ん
工
式
を
執
り
行
い
、
５
月
の
業
務

開
始
後
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
制
施
行
10
周
年
を
記
念
し
て
、
市
歌
の

制
定
や
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
事
業
の
ほ
か
、
６

月
７
日
に
は
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、8
月
28
日
、

29
日
に
は
全
国
名
水
サ
ミ
ッ
ト
、
10
月
４
日
に
は
祝

賀
記
念
式
典
な
ど
多
彩
な
催
し
を
開
催
し
、
さ
ら
な

る
一
体
感
の
醸
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

加
え
て
国
が
地
域
創
生
を
掲
げ
る
中
で
、
英
知
を

結
集
し
て
本
市
の
特
性
を
生
か
し
、
一
層
活
気
に
あ

ふ
れ
、
魅
力
あ
る
地
域
と
し
て
の
成
長
・
発
展
を
願

い
市
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
本
年
が
、
平
穏
で
災
害
の
な
い
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
願
い
、
併
せ
て
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
輝
か
し
い
１
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。
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新
春
企
画　

お
か
げ
さ
ま
で

広
報
あ
づ
み
の
２
０
０
号

い
つ
も
「
広
報
あ
づ
み
の
」
を
ご

愛
読
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
17
年
10
月
1
日
に
、
旧
5
町
村

が
合
併
し
て
安
曇
野
市
が
誕
生
し
、
10

月
20
日
に
「
広
報
あ
づ
み
の
」
創
刊
号

を
発
刊
し
ま
し
た
。以
来
9
年
2
カ
月
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
２
０
０
号
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

日
ご
ろ
、
身
近
な
情
報
を
分
か
り
や

す
く
お
伝
え
す
る
た
め
に
、
一
人
で
も

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
登
場
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
心
掛
け
て
編
集
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
元
に
取

材
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
広
報
の
発
行
や
配
布

に
携
わ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
や
広
報
を
読

ん
で
い
る
皆
さ
ん
を
中
心
に
紹
介
し
ま

す
。

平成17年10月20日
に創刊

望月直
な お と

斗くん（穂高北小 3年）と
母・薫

かおる

さん（穂高北穂高）
取材当時は「無事に産まれて良かっ

たという思いでいっぱいでした」と話
す、薫さん。生まれた時から、人より
大きめだった直斗くんは、今でもクラ
スで背の順で並ぶと後ろの方。兄に誘
われて 2 年生のときに始めたバレーボ
ールではセッターを務め、週 3 日の練
習に励んでいます。目標は、ライバル
チームに勝って、バレーの大会で優勝
することだそうです。

創刊号の表紙
取材当時：生後 5 日目

創刊号の表紙を飾った
生後間もなかった直斗
くんもこんなに大きく
なりました

私と「広報あづみの」

広報の情報が話題に
毎号、一通り目を通していま

す。広報で見て、防災情報メー
ルサービスに登録しましたし、
畑の草が外来植物のマルバルコ
ウであると知り、駆除をしたこ
ともありました。マイマイガが
大量発生したときには、病院の
待合室で隣になった人とも話題
になりました。
浅野昌

ま さ や

也さん（堀金烏川）

催しと本の紹介に注目
興味があるのは、催しや講座

の情報です。工作の講座は、出
産後に子どもと参加できれば
いいなと思います。

読書が好きなのですが、本の
紹介コーナーでは、自分が読
んだ本が紹介されてるのを見
かけることもありますよ。
小松宏

ひろみ

美さん（三郷明盛）

一番身近な情報誌
経営している理髪店の待合室に

置いています。お客さんが待って
いる間に手に取っていますし、僕
自身も仕事の合間に読んでいます。
写真が多いので、知り合いを見付
けやすいですよ。消防団に入って
いたこともあって、ポンプ操法大
会の成績などもチェックしていま
す。
波
は ば

場民
たみ お

夫さん（明科中川手）

雨の日も雪の日も
新聞と一緒に広報を配達

クリーニング店を営む傍ら、35 ～
36 年ほど前に新聞配達を始め、広報
も配っています。配達は、朝の素晴
らしい安曇野を見ることができ、健
康維持にもなります。時間やコース
が決まっているので、分かっていて
声をかけてくれる人もいて、嬉しい
ですよ。
飯
いいくに

国明
あき み

巳さん（豊科高家）

広報あづみのインデックス
　過去に発行した「広報あづみの」の特集の
中から、いくつかを振り返ります。

創刊号
（平成 17年 10 月 20 日号）

巻頭「安曇野０年」
合併前後の様子を写真
レポート

当時の担当者コメント
安曇野市として発行した初めての広報紙。合併

の 20 日後の慌ただしい中、取材などに苦労をしな
がら、何とか発行できて良かったことを覚えてい
ます。

第 28 号
（平成 18年 12 月 21 日号）

特集「安曇野のブラジル」
初めての大型特集

当時の担当者コメント
ブラジル国籍の皆さんのコミュニティに飛び込

んで取材しました。出産、就学、医療などの課題
に市民生活の原点を観た気がしました。また、夜
間の日本語学校など、手弁当で暮らしをサポート
している市民の皆さんの姿に頭の下がる思いでし
た。

第 51 号
（平成 19年 12 月 19 日号）

特集「私の自治会論」
自治会の役割や地域のあり
方について考える

第 73 号
（平成 20年 12 月 17 日号）

特集「ふれあいのあした」
親子や地域のつながりの大
切さ考える（全国広報コン
クール第 1 席受賞）

※広報あづみのは、原則、第 1・第 3 水曜日に、
新聞折り込み、または直接ポストに投函する
ポスティングにより市民の皆さんにお届けし
ています。
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見
え
な
い
部
分
を
「
声
」
で
補
う

古
田
綾
夫
さ
ん
は
、
広
報
の
音
訳
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
10
人
の
内
の
一

人
で
す
。
過
去
に
は
、
本
の
音
訳
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
、
東
京
ま
で
出

向
い
た
り
、
名
古
屋
で
広
報
の
音
訳
サ

ー
ビ
ス
を
始
め
た
と
知
り
、
問
い
合
わ

せ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
情
報
の
価
値
を
知
っ
て
い
る
古
田

さ
ん
で
す
が
、
広
報
で
知
っ
た
催
し
に

出
掛
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
ち
の
人
が
障
が
い
者
や
盲
導
犬

に
理
解
が
な
い
こ
と
も
出
掛
け
づ
ら
い

理
由
の
一
つ
で
す
。
古
田
さ
ん
た
ち
が

出
掛
け
や
す
く
な
る
た
め
に
、
周
囲
の

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
「
声
を
掛
け

気
持
ち
良
く
聞
い
て
も
ら
う
た
め
に

「
私
、
変
な
声
で
し
ょ
。
子
ど
も
の

頃
か
ら
、
特
徴
的
な
声
だ
っ
て
言
わ
れ

て
い
た
ん
で
す
。
こ
ん
な
声
で
も
、
聞

き
や
す
い
っ
て
言
っ
て
く
れ
る
人
も
い

る
ん
で
す
よ
」
と
30
年
間
、
音
訳
に
携

わ
っ
て
き
た
望
月
み
ど
り
さ
ん
は
言
い

ま
す
。

朗
読
協
力
者
（
以
下
、
協
力
者
）
に

は
、
38
人
（
音
訳
者
28
人
、
編
集
者
10

人
）
が
登
録
。
月
に
１
回
、
中
央
図
書

館
で
行
わ
れ
る
研
修
会
に
参
加
し
、
発

声
の
広
報

視
覚
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
に
、
市
の

情
報
を
お
伝
え
す
る
た
め
、
図
書
館
事

業
の
一
環
と
し
て
、
広
報
紙
を
音
訳
し

て
い
ま
す
。

朗
読
協
力
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
音
訳
さ
れ
た
広
報
は
、
※
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ

Ｙ
録
音
図
書
と
し
て
、
Ｃ
Ｄ
に
録
音
さ

れ
て
、
視
覚
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
に
届

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

て
ほ
し
い
で
す
。
信
号
が
赤
で
あ
る
こ

と
や
電
車
の
座
席
が
空
い
た
こ
と
、
見

え
な
い
部
分
を
周
囲
の
人
の
声
掛
け
で

補
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
話
し
ま

す
。現

在
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
仲
間
と
、

以
前
に
音
訳
さ
れ
た
広
報
を
参
考
に
、

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」
の

地
震
や
地
層
に
関
す
る
講
座
の
開
催
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

古
田
さ
ん
は
現
在
の
音
訳
に
つ
い
て

「
協
力
者
の
皆
さ
ん
は
、
ベ
テ
ラ
ン
が

多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
聞
き
や
す
い
で

す
。
要
望
も
あ
る
け
ど
、
あ
ま
り
言
い

過
ぎ
て
も
困
ら
せ
て
し
ま
う
か
ら
。
音

訳
し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
、
十
分
あ
り

が
た
い
で
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

音
練
習
を
し
た
り
、
自
分
た
ち
の
音
訳

し
た
音
源
を
聞
い
た
り
し
て
、
聞
き
取

り
や
す
い
音
訳
に
努
め
て
い
ま
す
。

協
力
者
の
皆
さ
ん
は
、
事
前
に
、
写

真
を
文
章
中
に
ど
う
や
っ
て
組
み
込
む

か
や
、
読
む
順
番
な
ど
を
考
え
て
録
音

に
備
え
、
録
音
時
に
は
、
読
む
速
さ
や

ア
ク
セ
ン
ト
、
雑
音
が
入
ら
な
い
こ
と

な
ど
に
気
を
使
っ
て
い
ま
す
。

望
月
さ
ん
は
「
表
や
グ
ラ
フ
を
言
葉

に
し
て
伝
え
る
の
が
難
し
い
。
で
も
、

自
分
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
人
に
や
っ

て
も
ら
え
れ
ば
、
誰
だ
っ
て
嬉
し
い
じ

ゃ
な
い
で
す
か
。
喜
ん
で
も
ら
え
る
か

ら
、
音
訳
を
続
け
て
い
ま
す
」
と
音
訳

の
難
し
さ
と
や
り
が
い
を
話
し
、「
聞

い
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、
こ
ん
な
風
に

読
ん
で
も
ら
い
た
い
、
そ
ん
な
意
見
を

遠
慮
な
く
言
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
、

読
者
の
皆
さ
ん
へ
の
思
い
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

声の広報の録音作業風景（上）月に
１回行われている研修会の様子（下）

まちではまだ利用したこと
がないという旗（上）県内
で盲導犬を連れている人の
ユニフォーム（下）

も
う
一
つ
の
広
報
の
カ
タ
チ

皆
さ
ん
が
読
ん
で
い
る
「
広
報
あ
づ
み
の
」
の
ほ
か
に
、
視
覚
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
に
広
報
を

音
訳
す
る
「
声
の
広
報
」
や
、
外
国
人
の
皆
さ
ん
に
向
け
た
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
発
行
に
携
わ
る
朗
読
協
力
者
と
読
者
の
皆
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

インフォメーション
取材や写真撮影にご協力ください

広報紙などの取材のため、イベントなどの
際に写真撮影を行っています。その際には腕
章を着用していますので、ご理解とご協力を
お願いします。また、取材写真は次の利用目
的の範囲内で使用します。

・市の発行物（広報紙・パンフレット・ポ
スター）

・市のホームページ
・市の記録資料としての保存・活用
・その他（友好都市への提供など）

第 115 号
（平成 22年 12 月 15 日号）

特集「食べ残し減量術」
食べ物となる命の大切さと共
に食べ残しについて考える

当時の担当者
事前学習から取材まで時間を掛け、防災に関わ

る多くの市民の皆さんの声を聞き、その人柄に触
れることができました。東日本大震災が発生する
２年前に掲載したこともあり印象に残る号です。

第 78 号
（平成 21年 3月 18 日号）

特集「今 考えてほしい

　防災のこと」
想定される地震への備えな
どを掲載

第 157 号
（平成 24年 12 月 26 日号）

特集「安曇野ルール」
安曇野の地下水の保全・強
化・活用を考える

手話ニュース
市のお知らせをピックアップして、動画

でお届けしています。手話ニュースは市公
式ホームページでご覧いただけます。

ホームページ
各種事業やイベント、申請書のダウ
ンロードなど情報盛りだくさん。毎日
更 新しています。uhttp://www.city.
azumino.nagano.jp/index.html

ポルトガル語版広報
月に 1 回、市民課の外国人住民関係担当者が情報を抜粋して、ポルト
ガル語に翻訳。各支所へ備え付けるほか、学校に通うブラジル国籍の
生徒・児童を通じて各世帯に配布しています。

これからも、発行を続けて欲しい
18 歳でブラジルから来日したパトリシアさん。特に役立っているのは、
子どもの病気に備えて休日当番医の情報と、ポルトガル語版にだけ掲
載されている一言メッセージ（日本で言うところの名言）。最近だと、

「Por mais longa que seja a noite,o sol volta sempre a brilhar.」日本語
に訳すると「明けない夜はない」という意味の言葉に励まされました。

篠原パトリシアさん（豊科）と
息子・ユウタさん（豊科南中１年）

中央図書館・朗読協力者

望月みどりさん（明科中川手）

あづみ野
音声パソコン教室
「にこにこ」代表

古田綾
あやお

夫さん
（穂高）

広報あづみのインデックス

問本庁舎内秘書広報課

(471・2000 ㈹ 671・5000)

※ DAISY 録音図書は、視覚障がい者の皆
さんに向けたデジタル録音図書です。

協力者

読者

読者
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１ 2

避難支援関係機関
（松本広域消防局、長野県警察、民生児童委員、
安曇野市社会福祉協議会、行政区、自主防災組織）

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
を
受
け

て
、
市
で
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の

名
簿
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

災
害
が
発
生
し
た
と
き
や
、
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
る
と
き
に
、
自
分
一
人
で

安
全
に
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
で
、
他

の
人
の
支
援
を
必
要
と
す
る
人
を
言
い

ま
す
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
は
、
災

害
時
に
避
難
支
援
関
係
機
関
に
提
供
さ

れ
、
安
全
確
認
や
救
助
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。
本
人
の
同
意
が
得
ら
れ
た
人
の

名
簿
は
、
平
常
時
か
ら
避
難
支
援
関
係

機
関
に
提
供
し
、
災
害
に
備
え
ま
す
。

●
名
簿
記
載
情
報　

行
政
区
、番
号
、氏

名
、
カ
ナ
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

住
所
、
電
話
番
号
、
避
難
支
援
を
必

要
と
す
る
理
由
、
世
帯
主
名

●
名
簿
情
報
の
守
秘
義
務　

名
簿
提
供

先
に
は
、
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。個
人
情
報
は
適
切
に
管
理
さ
れ
、

災
害
対
応
以
外
で
の
情
報
の
利
用
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
常
時
か
ら
の
名
簿
提
供
に
は
、
本

人
の
同
意
が
必
要
で
す
。
名
簿
記
載
者

（
図
1
の
1
に
該
当
）
に
は
、1
月
上
旬

に
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
提
供
同

意
書
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を

確
認
し
、
同
意
す
る
場
合
は
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。
な

お
、
要
件
に
該
当
し
、
1
月
15
日
ま
で

に
同
意
書
が
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合

に
は
、
長
寿
社
会
課
福
祉
政
策
担
当
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
で
は
把
握
で
き
な
い
支
援
が
必
要

な
人
（
図
1
の
2
に
該
当
）
を
対
象
に
、

名
簿
へ
の
新
規
登
録
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

災
害
時
の
安
全
な
避
難
に
支
援
を
必

要
と
し
、
平
常
時
か
ら
避
難
支
援
関
係

機
関
へ
の
名
簿
提
供
に
同
意
さ
れ
る
人

は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
代
理
人
に

よ
る
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
書
は
、
各
支
所
地
域
課
と
穂
高

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。
郵
送
を
希
望
す

る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
も
、
2
月
10
日
（
火
）
ま
で

に
各
支
所
地
域
課
ま
た
は
穂
高
健
康
支

援
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
提
出
、
ま
た
は
ポ

ス
ト
に
投と
う
か
ん函
し
て
く
だ
さ
い
。

区
に
加
入
し
て
い
る
場
合
、
名
簿

を
提
供
す
る
と
「
災
害
時
住
民
支
え
合

い
マ
ッ
プ
」（
以
下
、
マ
ッ
プ
）
へ
の

掲
載
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
マ
ッ
プ
に
掲

載
さ
れ
る
た
め
に
は
「
災
害
時
住
民
支

え
合
い
カ
ー
ド
」（
以
下
カ
ー
ド
）
の

区
へ
の
提
出
が
必
要
で
す
。
区
か
ら
連

絡
が
あ
っ
た
ら
、
カ
ー
ド
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
新
規
登
録
申
し
込
み
の
皆

さ
ん
に
は
申
込
書
と
一
緒
に
カ
ー
ド
を

お
渡
し
し
ま
す
。
新
規
登
録
者
以
外
で

カ
ー
ド
が
必
要
な
場
合
は
ご
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
郵
送
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

●
「
地
域
支
援
者
」
の
記
入

カ
ー
ド
に
は
、
災
害
発
生
時
に
ご
自

身
の
避
難
を
支
援
し
て
い
た
だ
く
「
地

域
支
援
者
」
の
記
入
欄
が
あ
り
ま
す
。

地
域
支
援
者
は
、
近
隣
に
お
住
ま
い
の

人
な
ど
か
ら
選
び
、
必
ず
本
人
の
同
意

を
得
て
か
ら
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
長
寿
社
会
課
福
祉
政
策
担
当

　
（
81
・
１
６
２
２
㈹ 

81
・
０
７
０
３
）

避難行動要支援者名簿が避難支援関係機関に情報提供されるまで（平常時）図 1

名簿登録要件に該当する人
（すでに登録されています）

▷単身で生活している 65 歳以上の人
▷ 75 歳以上の人のみで生活している世帯の人
▷身体障害者手帳 1・2 級を所持している人
▷療育手帳Ａ１を所持している人
▷精神障害者保健福祉手帳１級を所持している人
▷要介護度 3 ～ 5 の認定を受けている人

新規に登録を希望する人
▷名簿登録要件に準ずる人（身体障害者手

帳 3 級、要介護度 2 の人など）▷日中ひとり
になる 65 歳以上の人▷妊婦・乳幼児▷日中保
護者が不在になる児童・生徒など

避難に支援が必要で、避難支援関係機関へ
の名簿の提供に同意する人（国籍は問いませ
ん。福祉施設・医療施設へ入所、入院してい
る人は除きます）。
※状況の変化など、申し出ることで随時
　名簿から外れることもできます。

①同意書発送

安曇野市

②本人同意

名簿提供

登録申し込み

支
　
援

支
　
援

避
難
行
動
要
支
援
者
と
は

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
と
は

本
人
同
意
と
新
規
申
し
込
み
の
期
限

も
し
も
の
時
に
備
え
て

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

提
供
に
同
意
し
て
く
だ
さ
い

登
録
要
件
に
該
当
す
る
皆
さ
ん
へ

本
人
の
同
意
確
認
を
し
ま
す

1

新
規
に
登
録
を
希
望
す
る
皆
さ
ん
へ

名
簿
へ
の
登
録
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す

2

消防自動車や救急自動車の緊急通行にご理解とご協力を
消防自動車や救急自動車などの緊急自動車は、消火活動や傷病者の搬送など、緊急性の高い用務を行うこと

から、一刻も早く災害現場や医療機関に到着する必要があります。そのため、道路交通法で、赤信号の交差点
に進入できることなどの特例が認められています。運転中に緊急自動車が接近してきた場合は、進路を譲り、
スムーズな緊急通行にご協力ください。
●道路交通法では、緊急自動車が接近してきた場合の対応が、次のように定められています。

▷交差点やその付近では　交差点を避け、道路の左側に寄って一時停止しなければならない。
▷交差点やその付近以外では　道路の左側に寄って、進路を譲らなければならない。

問豊科消防署（472・3145）穂高消防署（482・3262）
　梓川消防署（478・2090）明科消防署（462・2992）

災
害
時
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ

へ
の
掲
載

募集種目 応募資格 受付期間 試　験　日

予備
自衛官補

一般 18 歳以上 34 歳未満
1月8日（木）～
3月24日（火）

4 月 10 日（金）～ 14 日（火）のうち
指定される１日技能 18 歳以上で国家免許資格等を有する者（資

格により 53 歳未満～ 55 歳未満）

幹部候補生
（男女）

一般
20 歳以上 26 歳未満（22 歳未満の者は大
卒（見込含））、修士課程修了者等（見込含）
は 28 歳未満 3月1日（日）～

5月1日（金）

▷１次試験　5 月 16 日（土）【飛行】
17 日（日）▷ 2 次試験　6 月 16 日（火）
～ 19 日（金） ▷ 3 次試験（飛行のみ）

【海】7 月 13 日（月）～ 17 日（金）【空】
7 月 18 日（土）～ 8 月 6 日（木） 歯科・薬剤 専門の大卒（見込含）20 歳以上 30 歳（薬

剤は 28 歳）未満の者

防衛大学校
学生 一般（後期） 高卒（見込含）21 歳未満の者（自衛官は

23 歳未満）
1月21日（水）～
30日（金）

▷ 1 次　2 月 28 日（土）
▷ 2 次　3 月 13 日（金）

自衛官等の募集

問自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・広報センター「信濃」（436・2787）
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（
72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
３
５
６
９
）

●
募
集
期
限　

2
月
5
日
（
木
）
必
着

【
共
通
】

●
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
通

勤
、
通
学
す
る
人
。
市
内
で
事
業
な

ど
を
行
う
個
人
や
法
人

●
提
出
方
法　

任
意
の
用
紙
に
意
見
、

要
望
事
項
を
記
載
し
、
個
人
の
場
合

は
住
所（
ま
た
は
勤
務
先
、学
校
名
）・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
郵

送
・
持
参
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
必
要
事
項
の
記
載
が

な
い
場
合
や
、
電
話
・
口
頭
に
よ
る

受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
募
集
結
果
の
公
表　

お
寄
せ
い
た
だ

い
た
意
見
な
ど
の
募
集
結
果
は
内
容

を
取
り
ま
と
め
、
市
の
考
え
方
と
と

も
に
公
表
し
ま
す
。
個
々
の
意
見
に

対
し
て
直
接
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

市
の
友
好
都
市
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
市

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
け
る
個
人
や
団

体
、
市
の
物
産
品
を
販
売
し
、
安
曇
野

ブ
ラ
ン
ド
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
け
る
市

内
に
事
業
所
を
有
す
る
業
者
や
、
市
内

農
家
を
募
集
し
ま
す
。

●
申
し
込
み　

1
月
7
日
（
水
）
か
ら

30
日
（
金
）
の
間
に
「
友
好
都
市
交

流
イ
ベ
ン
ト
出
展
登
録
票
」
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
、
郵

送
、
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
登
録
票
は

政
策
経
営
課
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

入
手
で
き
ま
す
。

●
費
用
負
担　

出
展
料
は
市
が
負
担
し
、

旅
費
や
運
搬
費
な
ど
の
運
営
経
費
は

原
則
出
展
者
が
負
担
し
ま
す
。

●
そ
の
他　

▽
希
望
者
多
数
な
ど
で
希

望
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
▽
悪
天
候
な
ど

に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
っ
た

際
の
補
償
は
あ
り
ま
せ
ん
。
▽
2
月

に
出
店
予
定
者
向
け
の
説
明
会
を
行

い
ま
す
。（
申
込
者
に
個
別
通
知
）

意
見
の
募
集

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

市
工
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
見
直
し
案

平
成
21
年
度
に
策
定
し
た
10
年
間
の

「
市
工
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
、5
年
経

過
し
た
本
年
度
に
見
直
し
ま
す
。

●
閲
覧
場
所　

商
工
労
政
課
と
各
支
所

地
域
課
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
「
く

る
り
ん
広
場
」、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
提
出
先　

〒
３
９
９
︲
８
３
０
３

　

穂
高
６
６
５
８
番
地

　

穂
高
支
所
内
商
工
労
政
課

mshokorosei@
city.azum

ino.nagano.jp

　
（
82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

●
募
集
期
限　

1
月
23
日
（
金
）
必
着

市
道
路
整
備
推
進
計
画
（
素
案
）

ま
ち
づ
く
り
全
体
の
視
点
か
ら
、
市

内
の
国
道
・
県
道
、
幹
線
市
道
の
道
路

網
の
あ
る
べ
き
姿
を
明
ら
か
に
し
、
よ

り
効
果
の
高
い
整
備
を
計
画
的
に
推
進

し
て
い
く
た
め
、
市
道
路
整
備
推
進
計

画
の
素
案
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

●
閲
覧
場
所　

都
市
計
画
課
と
各
支
所

地
域
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
送
付
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

　

豊
科
４
３
４
０
番
地

　

豊
科
支
所
内
都
市
計
画
課

mtoshikeikaku

＠city.azumino.nagano.jp

若者のための夜間・休日相談会 in 松本 公園の施設を大切に

平成 26 年度厚生労働省若年者地域連携事業委託団体㈱コミュニケーションズ・
アイでは、仕事・就活、自立に関する夜間・休日相談会を開催しています。相談は
無料ですが、事前予約が必要です。
●日時　▷夜間相談　毎月 3 回（月）午後 6 時～ 8 時、2 月 2 日・9 日・16 日、3 月 2 日・

9 日・16 日▷休日相談　毎月1 回（日）午前 9 時～正午、2 月1日、3 月1日
●場所　㈱コミュニケーションズ・アイ（松本市筑摩 1-11-20　上條ビル 2 階）
●対象　40 歳代前半までの若者と、そのご家族
問若年者地域連携事業推進センター/ ㈱コミュニケーションズ・アイ
　427・5010

公園の施設は、大切にきれ
いに利用しましょう。落書き
は景観を損ねるだけでなく、
市を観光で訪れた皆さんにも
不快感を与えます。公園を大
切にし、美しく誇れる安曇野
にしていきましょう。
問豊都市計画課公園緑地係

（472・3111 ㈹ 672・3569）

●
日
時　

2
月
22
日
（
日
）
▽
受
付　

午
後
0
時
30
分
～
▽
入
札　

午
後
0

時
30
分
～
1
時
20
分

●
場
所　

三
郷
文
化
公
園
体
育
館

●
参
加
予
定
団
体　

長
野
県
（
諏
訪
地

方
事
務
所
）、
塩
尻
市
、
大
町
市
、
木

曽
町
、
安
曇
野
市

●
公
売
予
定
財
産　

電
動
工
具
類
、
美

術
品
等
の
一
般
動
産
約
１
０
０
点

●
公
売
方
法　

入
札
方
式

●
対
象　

原
則
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

※
受
付
時
に
、
本
人
確
認
を
し
ま
す
。

●
持
ち
物　

印
章
（
認
印
、
法
人
の
場

合
は
代
表
者
印
）、購
入
代
金
（
支
払

い
は
現
金
の
み
）、本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

証
な
ど
）、代
理
人
が
参
加
す
る
場
合

は
委
任
状

市
を
含
め
た
14
市
町
村
で
構
成
す

る
松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合
で

は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
職
種　

介
護
職
員

●
採
用
予
定
人
数　

若
干
名

●
勤
務
地　

塩
尻
市
、
松
本
市
、
東
筑

摩
郡
、
木
曽
郡
に
あ
る
組
合
施
設

●
募
集
期
間　

１
月
7
日
（
水
）
～
30

日
（
金
）

●
申
し
込
み　

施
設
、
事
務
局
に
備
え

付
け
、
ま
た
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
し
た
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
施
設
ま
た
は
事
務
局

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、

松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合
事

務
局
（
53
・
５
０
０
０
）
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

地
域
資
源
を
活
用
し
た
市
民
活
動
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

●
交
付
対
象
者　

県
内
に
事
務
所
を
有

し
、
公
共
的
活
動
ま
た
は
地
域
の
活

性
化
に
資
す
る
活
動
を
営
む
団
体

●
対
象
事
業　

地
域
の
元
気
を
生
み
出

す
モ
デ
ル
的
で
発
展
性
の
あ
る
事
業

●
申
請
期
限　

2
月
2
日
（
月
）

●
申
し
込
み　

地
域
づ
く
り
課
ま
ち
づ

く
り
推
進
係
に
申
請
書
を
2
部
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

新
本
庁
舎
が
、
い
よ
い
よ
完
成
し
ま

す
。
こ
の
新
本
庁
舎
を
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
、
内
覧
会
を

開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
日
時　

1
月
24
日
（
土
）、25
日
（
日
）

両
日
▽
午
前
11
時
集
合
～
正
午
▽
午

後
1
時
集
合
～
2
時
▽
午
後
2
時
集

合
～
3
時

※
2
月
の
土
、
日
曜
日
に
も
同
じ
時
間

帯
で
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
次

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
集
合
場
所　

豊
科
６
０
０
０
番
地

新
本
庁
舎
東
玄
関
（
豊
科
近
代
美
術

館
西
）

※
新
本
庁
舎
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

税
の
公
平
性
と
税
収
を
確
保
す
る
た

め
、
滞
納
者
の
差
し
押
さ
え
財
産
の
公

売
会
を
県
、
近
隣
市
町
村
と
合
同
で
行

い
ま
す
。

新
本
庁
舎
内
覧
会

問
本
庁
舎
建
設
推
進
課

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
０
０
０
）

友
好
都
市
交
流
イ
ベ
ン
ト

出
展
登
録
業
者
募
集

問
安
政
策
経
営
課
都
市
交
流
係

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

72
・
１
２
２
３
）

平
成
27
年
度
に
採
用
す
る
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
職
員
を
募
集

問
健
介
護
保
険
課
介
護
保
険
担
当

（

81
・
１
６
３
６ 

81
・
０
７
０
３
）

平
成
27
年
度　

長
野
県

地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金

問
穂
地
域
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

公
売
会

問
豊
収
納
課
整
理
担
当

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０
）

友好都市名 イベント名 時期 人出（予定）

東京都
武蔵野市

武蔵野桜まつり 4月頃 2万人
むさしの青空市 11月頃 1万2,000人

神奈川県
真鶴町

海のまち豊漁豊作
祭（岩龍宮祭） 5月頃 1,000人

海のまち豊漁豊作
祭（真鶴龍宮祭） 10月頃 3,000人

東京都
江戸川区 江戸川区民まつり 10月頃 55万人

奈良県
三郷町 三郷町民文化祭 10月頃 1万人

埼玉県
三郷市 産業フェスタ 11月頃 3万5,000人

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

ソフトバレーボール
初心者教室

ソフトバレーボール
を始めてみませんか。
基本的なルールや技
術を三郷ソフトバレ
ーボール倶楽部員が
指導します。

日：１月 14 日～２月４日
までの毎週水曜日、計４
回、午後７時 30 分～９
時 30 分
場：三郷文化公園体育館

対：一般市民
定：30 人
費：無料
持：運動靴、タオル、飲み物

など、運動のできる服装

申：事前申し込みは不要で
す。当日会場へお越しくだ
さい。
問：三郷ソフトバレーボー

ル倶楽部　三澤博行さん
（477・6496）

ビジネス・サービス
スキル養成科

国の委託による公共
職業訓練です。実務
に生かせる文書作成、
接客対応、コミュニ
ケーションスキルな
どを習得します。

日：2 月 9 日（ 月 ） ～ 5
月 8 日（金）の 3 カ月
場：専門学校未来ビジネス

カレッジ（松本市）

対：ハローワークに求職登
録し、ＯＡ事務業務、サ
ービス業務などの仕事に
携わる意欲を持った人
定：20 人（1 月 28 日（水）

に選考会を実施）

申：1 月 22 日（木）までに、
ハローワーク松本にお申し
込みください。
問：独立行政法人高齢・障

害・就職者雇用支援機構長
野職業訓練支援センター

（4026・243・1290）

各種情報
日＝日時　場＝場所　定＝定員　対＝対象者　費＝費用　持＝持ち物
申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー

●出展予定イベント

せ

ら

知

お

集

募
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家庭で簡単にできる
おやきづくり教室

地元産の野菜を使い、信州の郷
土料理「おやき」を作ります。ホ
ットプレートやフライパンで焼き、
昼食を兼ねて試食します。
日１月 27 日（火）
　午前 11 時～午後１時
場穂高会館　調理実習室
対市内在住の人
講Ｖⅰｆ穂高職員
費材料費 1,050 円（おやき４個分）、

講座受講料 200 円、計 1,250 円
持エプロン、三角きんかバンダナ、タ

オル、おやき持ち帰り用の容器
定 20 人（応募多数の場合は抽選）
申１月 14 日（水）・15 日（木）に、

電話でお申し込みください。（時
間は、午前９時～午後５時）
南極の魅力にせまる

－南極観測隊の体験を通して－
南極は、日本から約 1 万 4,000

キロメートル離れた、地球儀の下
に位置する大陸です。

南極観測隊の隊員として２回の
派遣（越冬隊）を経験した小久保
さんが体験談・南極大陸の大自然
の魅力などを話します。
日１月 30 日（金）
　午後７時～８時 30 分
場穂高会館　第２会議室
講小久保陽介さん（穂高有明）
費無料　申不要

名誉市民の熊井啓監督が「職業
的生命を賭けた」と語った大ヒッ
ト作品「黒部の太陽」を上映します。
上映前に熊井監督夫人、明子さん
による講演会を開催します。
日２月７日（土）▷講演会　午後

1 時 30 分～▷上映会　午後 2 時
30 分～ 6 時ごろ

場多目的交流ホール
定 200 人（先着順・全席自由）
費無料
申１月 14 日（水）から豊科交流学

習センター「きぼう」２階窓口、
または電話でお申し込みくださ
い。電話でお申し込みの場合は、
前日までに窓口で、入場券の発
行を受けてください。（受付時間
は、午前９時～午後９時 30 分）

休館日　月曜日（月曜日が祝日の
場合はその翌日）

天然の木の持つ色とその木目だ
けで描いた木壁画。今回は新作の
七福神や、風景と列車をテーマに
したタイルアート「白馬山麓を走
るあずさ号」などを展示します。
期 1 月 9 日（金）～ 30 日（金）
時午前 9 時～午後 5 時
　（最終日は午後 3 時まで）
場貞享義民記念館　企画展示室
費無料（常設展は有料）
休館日　月曜日（月曜日が祝日の

場合はその翌日）

羊毛フェルトを使って、本年の
干支「ひつじ」を親子で楽しく作
ってみませんか。
日 1 月 24 日（土）
　午前９時 30 分～
場穂高交流学習センター「みらい」
　グループ研究室
対小学生以上の子どもとその保護者
定 10 組（2 人１組、先着順）
費無料
申 1月10日（土）から、中央図書館窓

口か電話でお申し込みください。
（時間は、午前９時～午後５時）

パソコン操作の基本をマスター
しませんか。今回は、簡単なチラ
シを作成します。
日 2 月 3 日（火）･4 日（水）・5 日（木）

･6 日（金）
※４日間とも出席してください。
時午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
場三郷公民館　第１会議室
講田中さおりさん（コラージュ代表）
定 10 人（先着順）
対ウィンドウズ Vista 以降で、マイ

クロソフトワードが入っている
パソコンを持参できる人

費 1,300 円（受講料４日分 800 円
とテキスト代 500 円）

持ノート型パソコン（マウス含む）、
筆記用具

申 1 月 21 日（水）に電話でお申
し込みください。（時間は、午前
9 時～午後 5 時）

あかしな農業塾で育てたこんに
ゃく芋を使い、手作りこんにゃく
とこんにゃくのフルコース料理を
作ります。
場明科公民館　調理実習室
対市内在住で、原則として両日参

加できる人
定 20 人（先着順）
申１月 19 日（月）・20 日（火）に、

電話でお申し込みください。（受
付時間は午前９時～午後５時）
第１回　こんにゃくづくり

日１月 28 日（水）午前９時～正午
講望月亮子さん（ＪＡ松本ハイラ

ンド明科支所くらしの専門委員）
費 500 円（受講料 200 円を含む）
持軍手、厚手の炊事用ゴム手袋、

エプロン、三角きん
第 2回

こんにゃく料理フルコース
日 2 月 4 日（水）
　午前９時～午後 1 時
講高橋清美さん（松本広域調理師

会前会長）
費 700 円（受講料 200 円を含む）
持エプロン、三角きん
※当日は、希望者にこんにゃく芋

を販売します。

第 4 回田淵行男賞写真作品公募
で日本カメラ賞を受賞した「黒潮
の森」をはじめ、長年日本の森を
テーマに撮影し続けている岡田さ
んの作品を展示します。
期 1 月 14 日（水）～ 3 月 1 日（日）
時午前 9 時～午後 5 時
場田淵行男記念館　地階展示室
休館日　月曜日（月曜日が祝日の

場合はその翌日）

ゲーム機でも簡単にインターネ
ットに接続できることを知ってい
ますか。携帯ゲームの高額請求な
ど、子どもが巻き込まれやすいト
ラブルやネット社会の現状を分か
りやすくお話します。

インターネットと上手に付き合
う方法を考えてみませんか。
日１月 18 日（日）

午前 10 時～ 11 時 30 分
場穂高交流学習センター「みらい」
講白澤美由紀さん（ＮＰＯ法人　

グループＨＩＹＯＫＯ）
費無料　申不要

臼井国明・山浦廣
ひ ろ み

海
二人の絵画展

市内在住の２人による、絵画展
です。油彩・水彩など約 25 点を展
示します。
期 1 月 17 日（土）～ 2 月 1 日（日）
時午前 9 時～午後 5 時
（最終日は午後 3 時まで）
場美術館　南の蔵
費無料

水墨画パフォーマンス
＆ワークショップ

　墨と和紙を用いた水墨画のワー
クショップを行います。初心者で
も、基本的な技術を習得できます。
日 2 月 8 日（日）

午前10 時30分～午後 2 時 30分
講小林紀美子さん（安曇野水墨画

研究会主宰）
場美術館　メディアフォーラム
定 10 人（先着順）
費 400 円
持筆記用具、直径 15㌢程の白い平

皿２枚、飲み物、昼食
申１月 14 日（水）～ 31 日（土）

に電話でお申し込みください。
（時間は、午前 9 時～午後 5 時）

放送大学はテレビなどの放送や
インターネットを通して学ぶ通信
制の大学です。心理学・福祉・経済・
歴史・文学・自然科学など、幅広
い分野を学べます。
期出願期限　３月 20 日（金）
申放送大学長野学習センター

40266・58・2332
　uhttp://www.ouj.ac.jp

1 月中は、
市民は入館料が無料

田淵行男記念館では、市民の皆
さんに地元の博物館を知っていた
だくため、1 月中は、入館料が無
料です。この機会にゆっくりとご
鑑賞ください。
持免許証など、住所が確認できる

もの

認知症の皆さんが住み慣れた地
域で安心して暮らしていけるよう
に、周りの皆さんが認知症を正し
く理解し、対策を考えます。
日 1 月 21 日（水）

午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
場松本合同庁舎　講堂
内認知症の理解と対策
講天野直二さん（信州大学医学部

精神医学教室教授）
対一般住民　費無料
申 1 月 14 日（水）までに長野県松

本保健福祉事務所健康づくり支
援 課（440・1938 447・9293）
にお申し込みください。

第４回　中央図書館講座
もこもこひつじを作ろう！
問中央図書館
484･0111

田淵行男記念館
岡田満写真展「黒潮の森」

問田淵行男記念館
472･9964 688･2010

ヘルシーな
こんにゃく料理講座

問明科公民館
462･4605 662･5894

あさのたかを
木壁画とタイルアートの世界

vol.２
問貞享義民記念館
477･7550 677･7551

青少年センター講演会
子どもを取り巻くネット社会
の現状～今、大人が知らなく

てはいけないこと～
問教生涯学習課社会教育担当
462･4565 662･3525

安曇野髙橋節郎記念美術館
問安曇野髙橋節郎記念美術館
481･3030 682・0551

放送大学　４月生募集
問教生涯学習課社会教育担当
462･4565 662・3525

穂高公民館の講座
問穂高公民館
482･5970 682･3990

初心者パソコン講座④
チラシ作成

問三郷公民館
477･2109 676･3077

認知症の理解と対策に
関する研修会

問健福祉課障害福祉担当
481･0724 681･0703

豊科交流学習センター「きぼう」
熊井明子さん講演会

「黒部の太陽」上映会
問豊科交流学習センター「きぼう」
471･4033 673･1803

Information Box

記号説明　日日時　期期間　時時間
場場所　　内内容　対対象　費費用
定定員（先着順）　資資格　持持ち物
講講師　申申し込み　E電子メール
Uホームページ　提提出先　限期限
服服装　問問い合わせ

募集・催し

本 市役所本庁舎　安 県安曇野庁舎　豊 豊科支所　穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター　教 教育委員会事務局（旧明科公民館内）

山浦廣海「碌山館早春」

岡田満撮影「黒潮の森」の中から1枚

白馬山麓を走るあずさ号
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印刷（有）安曇印刷　印刷経費　1部 10 円

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（ 34・2515）まで

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

環境にやさしい…各種支援制度をご活用ください
●住宅用太陽熱高度利用システム設置補助金　※着工の２週間前に申請が必要です。

　申請者本人が住む市内の住宅に「住宅用太陽熱高度利用システム」を設置する人に補助金を交付

●住宅用太陽光発電システム設置補助金　※着工の２週間前に申請が必要です。

　申請者本人が住む市内の住宅に「住宅用太陽光発電システム」を設置する人に対して補助金を交付

対象となる機器
住宅の屋根に設置する、不凍液などを強制的に循環する太陽熱集熱器と、集めた熱エネルギーを貯蔵
する蓄熱槽によって構成される給湯・冷暖房用等のソーラーシステムを有するもの

補助率・
補助限度額

太陽熱高度利用システムおよび当該設備の設置に要する経費の５分の１
限度額 /40,000 円

申請に必要なもの
●補助金交付申請書　●対象システムの見積書　●設置予定箇所の位置図
●設置予定箇所の写真　　●納税状況等確認同意書

補助率・
補助限度額

太陽電池 1㌔㍗あたり３万円
限度額 /120,000 円

申請に必要なもの ●補助金交付申請書　●対象システムの見積書　●設置予定箇所の位置図
●設置予定箇所の写真　　●納税状況等確認同意書

問穂環境課環境政策係（482･3131 ㈹ 682･6622）

●住宅用雨水貯留施設設置補助金　※着工の２週間前に申請が必要です。

　申請者本人が住む市内の住宅に「雨水貯留施設」を設置する人に対して補助金を交付
対象となる機器 雨水を貯留するための構造をもった施設で、住宅の雨どい等に接続し架台等に固定するもの

補助率・
補助限度額

① 100㍑以上
500㍑未満
費用の２分の１
限度額 / １基 25,000 円

② 500㍑以上
費用の２分の１
限度額 / １基 50,000 円

③合併浄化槽等から転用するもの
費用の２分の１
限度額 /50,000 円

申請に必要なもの ●補助金交付申請書　●対象施設の見積書　●設置予定箇所の位置図
●設置予定箇所の写真　　●納税状況等確認同意書

問穂環境課環境保全係（482･3131 ㈹ 682･6622）

●生ごみ処理機器等購入費補助金　
　市内の一般家庭や店舗・事業所が購入する生ごみを堆肥化処理する機器と、せん定枝等粉砕機の購入に対し
て補助金を交付
対象となる機器 生ごみ処理機※ ボカシ容器・コンポスター せん定枝等粉砕機

補助率・
補助限度額

①処理量５㌔㌘未満 / 日
購入費の２分の１
限度額 /30,000 円

②処理量５㌔㌘以上 / 日
購入費の２分の１
限度額 /100,000 円

購入費の３分の 2
限度額 /3,000 円

購入費の２分の１
限度額 /10,000 円

申請に必要なもの ●補助金交付申請書　●機種名が明示された領収書（購入後１年以内）　●納税状況等確認同意書
●写真（本体・設置状況の各１枚）

問穂廃棄物対策課廃棄物対策担当（482･3131 ㈹ 682･6622）
※生ごみ処理機の補助を受けた人の再申請は５年経過後に可能となります。


